
  

第81 期 

業務報告書
令和 6年 4月 1日 ～ 令和 7年 3月 31 日 

長岡まつり大花火大会 – 故郷はひとつ 



ごあいさつ 

会員の皆様には、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別

のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

ここに、第81期の事業内容と決算について、ご報告申し上げます。 

令和 6年度は、日本銀行による「賃金と物価」の好循環が確認できたこ

とより、令和6年 3月に 8年振りのマイナス金利を解除、7月と更に令和7

年 1月の追加利上げにより政策金利は0.5％となり、預金・貸出金共に

「金利ある世界」となりました。 

国内では円安、原材料価格、人件費等の高騰による物価上昇が続いてお

り、賃金の上昇が追い付いていない状況にあります。また、衆議院で少数

与党の立場となった内閣の支持率は低迷しており、国内政治の信頼回復が望まれているところです。 

海外を見渡せば、引き続きウクライナ・中東情勢、中国経済の低迷のなか、11月に再選となった米国

トランプ大統領の関税政策に起因した株価・金利・為替市場の乱高下が続いており、将来に向け世界の

経済成長の急減速が予想されています。 

こうした状況下、当金庫は地域金融機関として取引先の資金繰りを支え、事業継続を支援して地域経

済の向上を重要課題として取組んでまいりました。また、当金庫自身の経営基盤強化にも取組み、業績

面では年度末預金残高は前期比16億円増加の2,202億円、貸出金残高は前期比5億円減少の889億円と

なりました。 

収益面では、資金運用収支において政策金利や物価の上昇での預金利息・人件費・物件費の増加分に

対し、有価証券利息配当金等は前期を上回ることができましたが、十分に賄うまでには至りませんでし

た。また、有価証券運用では、市場金利上昇に伴う評価損について149百万円の損失処理（ロスカッ

ト）を前年に続き実施した結果、前期比減益となりましたが当期純利益235百万円を確保することがで

きました。 

令和 7年度は、引き続き地域取引先への実情に応じた支援ならびに地域経済の安定と成長に努めるこ

とを重要課題として取組み、当金庫の将来への持続・安定した経営に向けて中期経営計画の2年目のも

と、新たに策定したＤＸ戦略の3つの課題、①社会の変化、②競合の変化、③当金庫の課題を認識し

て、今後も地域に信頼され必要とされる信用金庫を目指して、役職員一丸となり業務に邁進する所存で

あります。 

引き続き、変わらぬご支援とご愛顧を賜りますようお願い申し上げ、令和6年度業務報告のご挨拶と

させていただきます。 

令和 7年 6月 

理事長 佐藤 光一 
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総代会に関する事項 
令和6年 6月 19日 第80期通常総代会を開催し、次の事項について付議しました。 

⚫ 報告事項 第80期（令和5年度）業務報告・貸借対照表及び損益計算書報告の件 

⚫ 決議事項 第1号議案 剰余金処分案承認の件 

 第2号議案 総代候補者選考委員選任の件 

 第3号議案 会員除名の件 

 第4号議案 会計監査人選任の件 

 以上いずれも原案のとおり承認可決されました。 

この 1年のあゆみ 
令和6年 6月 6 月 15 日の「信用金庫の日」に向けた地域貢献活動として、毎年、役職員が献血

と募金活動に取組んでいます。 

 7月 長岡まつりに向けて、大手通りの清掃活動「おはようゴミひろい 2024」に役職員

がお揃いのビブスを着用して参加しました。 

  女性の会員のお客様限定で県内外の有名料理を味わうことを趣旨とした「味覚の

会」を5年ぶりに開催しました。 

  年金友の会会員のお客様限定で、年金友の会日帰り旅行を 5 年ぶりに開催しまし

た。 

 8月 長岡まつり・平和祭大民踊流しに毎年、役職員が揃いの浴衣で参加しています。 

 9月 県内9信金共催による対面式ビジネスマッチングフェア「しんきん個別商談会」に

当金庫から9社が参加しました。 

  未来を担う子どもの人材育成のため、長岡市サッカー協会主催の U-9 サッカー大

会に協賛し「第1回長岡しんきんカップU-9サッカー大会」を開催しました。 

 11月 役職員が家庭から食料品、日用品を持ち寄り、「フードバンクながおか」に寄付し

ました。 

  「長岡しんきん地域振興基金」の助成活動として、長岡市・見附市・小千谷市・南

魚沼市の様々な施設に物品を寄贈し、市役所で目録贈呈式を行いました。 

  長岡しんきんNBC 中村朱美氏による講演会「逆境に負けない中小企業の在り方」

を開催しました。 

令和7年 1月 令和7年 1月より「第8期しんきん後継者育成塾」（全5回）を開講し、取引先7

社 8名が受講しました。 

  地域の皆様に日頃のご愛顧に対する感謝の気持ちと、子供達の健全な心身の発育に

資するため、長岡市教育委員会に「おやさいクレヨン」を寄贈しました。 
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地域社会への貢献 
 

長岡しんきん地域振興基金による寄贈 

長岡市 

長岡しんきん地域振興基金による寄贈 

見附市 

長岡しんきん地域振興基金による寄贈 

小千谷市 

長岡しんきん地域振興基金による寄贈 

南魚沼市 

長岡市教育委員会への寄贈 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

地域の皆様に日頃のご愛顧に対する感謝の気持ちと、子供達

の健全な心身の発育に資するため、長岡市教育委員会に「お

やさいクレヨン」を寄贈しました。 

フードバンクへの寄付 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

役職員が家庭から食料品、日用品を持ち寄り、「フードバン

クながおか」に寄付しました。 
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店舗のご案内 
店舗一覧 

店舗番号 店舗名 所在地 電話番号 

001 本店営業部 
長岡市大手通2丁目4番地7 0258（36）4343 

009 中島支店 

002 千手支店 長岡市千手2丁目1番 7号 0258（35）0420 

003 台町支店 長岡市台町1丁目3番 7号 0258（32）5480 

004 新町支店 長岡市新町2丁目1番 15号 0258（32）6460 

005 大島支店 長岡市大島本町3丁目12番地11 0258（27）0111 

007 川崎支店 長岡市干場1丁目2番 9号 0258（35）2441 

008 宮内支店 長岡市宮内3丁目8番 6号 0258（35）3141 

010 土合支店 長岡市住吉2丁目1番 27号 0258（36）1037 

011 栃尾支店 長岡市谷内2丁目3番 26号 0258（52）1122 

014 美園支店 長岡市美園1丁目2番 1号 0258（36）8111 

015 江陽支店 長岡市下柳2丁目7番 24号 0258（28）1771 

016 宝支店 長岡市宝3丁目1番地7 0258（21）2200 

006 六日町支店 南魚沼市六日町794番地4 025（772）4100 

013 見附支店 見附市新町2丁目3番 23号 0258（62）5111 

017 小千谷支店 小千谷市城内2丁目9番 4号 0258（81）1000 
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貸借対照表
第81期　令和7年3月31日現在

科目 金額 科目 金額

（資産の部） 百万円 （負債の部） 百万円

現金 2,422 預金積金 220,241

預け金 35,192 　当座預金 4,039

買入金銭債権 8,018 　普通預金 93,773

有価証券 91,506 　貯蓄預金 660

　国債 5,509 　定期預金 112,808

　地方債 12,765 　定期積金 7,647

　社債 41,574 　その他の預金 1,313

　株式 329 借用金 2,700

　その他の証券 31,327 　借入金 700

貸出金 88,956 　当座貸越 2,000

　割引手形 275 その他負債 432

　手形貸付 5,591 　未決済為替借 21

　証書貸付 77,779 　未払費用 125

　当座貸越 5,309 　給付補塡備金 3

その他資産 1,659 　未払法人税等 60

　未決済為替貸 18 　前受収益 69

　信金中金出資金 1,240 　払戻未済金 2

　前払費用 0 　払戻未済持分 0

　未収収益 366 　職員預り金 78

　その他の資産 33 　資産除去債務 21

有形固定資産 1,717 　その他の負債 47

　建物 526 賞与引当金 61

　土地 997 役員退職慰労引当金 89

　その他の有形固定資産 193 睡眠預金払戻損失引当金 16

無形固定資産 17 偶発損失引当金 51

　ソフトウェア 12 債務保証 65

　その他の無形固定資産 5 負債の部合計 223,658

前払年金費用 17 （純資産の部）

繰延税金資産 303 出資金 542

債務保証見返 65 　普通出資金 542

貸倒引当金 △ 785 利益剰余金 12,871

（うち個別貸倒引当金） （  △ 729 ） 　利益準備金 540

　その他利益剰余金 12,331

　　特別積立金 11,800

　　（地域振興基金積立金） （  300 ）

　　当期未処分剰余金 531

　　処分未済持分 △ 0

会員勘定合計 13,413

その他有価証券評価差額金 △ 7,981

評価・換算差額等合計 △ 7,981

純資産の部合計 5,432

資産の部合計 229,091 負債及び純資産の部合計 229,091

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書
第81期　令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

科目

千円

経常収益 2,771,297

　資金運用収益 2,446,071

　　貸出金利息 1,289,044

　　預け金利息 143,815

　　有価証券利息配当金 938,330

　　その他の受入利息 74,880

　役務取引等収益 194,573

　　受入為替手数料 78,888

　　その他の役務収益 115,685

　その他業務収益 18,453

　　国債等債券売却益 1,949

　　その他の業務収益 16,504

　その他経常収益 112,199

　　貸倒引当金戻入益 39,980

　　償却債権取立益 71,113

　　その他の経常収益 1,105

経常費用 2,458,832

　資金調達費用 147,174

　　預金利息 144,254

　　給付補塡備金繰入額 2,271

　　借用金利息 224

　　その他の支払利息 423

　役務取引等費用 166,076

　　支払為替手数料 15,907

　　その他の役務費用 150,169

　その他業務費用 150,015

　　国債等債券売却損 149,683

　　その他の業務費用 331

　経費 1,841,674

　　人件費 1,243,371

　　物件費 536,575

　　税金 61,727

　その他経常費用 153,891

　　貸出金償却 108,563

　　その他の経常費用 45,327

経常利益 312,465

特別利益 141

　固定資産処分益 141

特別損失 4,794

　固定資産処分損 4,794

税引前当期純利益 307,812

法人税、住民税及び事業税 79,407

法人税等調整額 △ 7,398

法人税等合計 72,009

当期純利益 235,802

繰越金（当期首残高） 295,432

当期未処分剰余金 531,235

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

金額
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剰余金処分計算書
第81期　令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

科目 金額

円

当期未処分剰余金 531,235,751

剰余金処分額 312,532,476

　利益準備金 1,702,000

　普通出資に対する配当金 （年2％） 10,830,476

　特別積立金 300,000,000

繰越金（当期末残高） 218,703,275

以上のとおり報告いたします。

令和7年6月

理事長 佐藤　光一

専務理事 山田　敬司

常務理事 本田　直利

常勤理事 日山　貴史

常勤理事 佐野　文彦

常勤理事 伊東　　心

理事 監物　春夫

理事 安藤　栄治

以上監査の結果、適法・正確かつ妥当であることを認めます。

常勤監事 外山　俊栄

監事 渡邉　　仁

監事 江畑　正人

（注）監事　渡邉 仁は、信用金庫法第32条第5項に定める員外監事であります。

　第81期事業年度の貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分計算書は、信用金庫法第38条の2第3項の

規定に基づき、五十嵐朗公認会計士事務所　公認会計士五十嵐朗氏の監査を受けております。
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業績の推移

● 預金は1,640百万円増加して、220,241百万円となりました。

● 貸出金は579百万円減少して、88,956百万円となりました。

預金・貸出金残高 （単位：百万円）

令和6年3月末 令和7年3月末

預金 218,601 220,241

貸出金 89,535 88,956

● コア業務純益は501百万円を確保しました。

損益の状況 （単位：百万円）

令和6年3月末 令和7年3月末

業務純益 230 353

コア業務純益 531 501

経常利益 379 312

当期純利益 327 235

● 自己資本比率は国内基準（4.00％）を大きく上回る15.86％です。

自己資本の構成 （単位：百万円、％）

令和6年3月末 令和7年3月末

自己資本の額 13,316 13,485

リスク・アセット等の額の合計額

86,289 84,992

自己資本比率 15.43 15.86

預金・貸出金の状況

損益の状況

自己資本の状況

218,601 220,241

89,535 88,956

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

令和6年3月末 令和7年3月末

預金

貸出金

230

353

531
501

379

312327

235

0

100

200

300

400

500

600

令和6年3月末 令和7年3月末

業務純益

コア業務純益

経常利益

当期純利益

15.43 15.86

0.00

4.00

8.00

12.00

16.00

20.00

令和6年3月末 令和7年3月末

自己資本比率

（国内基準）

8


